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NH K 大学ロボコン出場を目指して

マテリアノレ工学科 3年ー 松本翼 担当教員：伊賀崎伴彦

1 . プロジェクトについて

熊本大学でモノづくり活動を行っている「からくり

サークノレ」では、 4年前からNHK大学ロボコンへの

出場を目指して活動しています。 今回のNHK大学ロ

ボコンのルーノレは8月に発表され、 その後本大会へ出

場するためには3つの審査を通過しなければなりませ

ん。 これまでの活動では、 経験不足ということもあり

2つ目の審査を通過したことはありませんでしたが、

毎年少しずつ実力をつけており、 今年度の活動で、はつ

いに2つ目の審査を通過することができました。 また

これまで、使用した経験のない部品や技術にも積極的に

挑戦し、 前年度までよりも大きく進歩することができ

ました。

2. 新入生への指導

今回のNHK大学ロボコンに出場するために製作す

るロボット2台はそれぞれ700mm×700mmほどの

大きさがあり、 昨年度まで、のノレールと比べて小型とな

っていますが製作には人手と時聞が必要です。 そのた

め、 まずは新入部員達に対して講習を行し、ロボットの

製作や制御についての基礎的なことを学んでもらいま

した。

ロボットの製作についてはCADソフトを使用した

設計図の描き方と、 ものクリ工房にある機械の使い方

を指導しライセンスを取得してもらいました。その後、

実際に設計した部品を加工してもらうことで製作に慣

れてもらいます。 ロボットの制御についてはC言語の

講習とマイコンの使い方について指導しました。 講習

の内容や教材は部員たちで考え用意したもので、 新入

生達が分かりやすいように努力しました。

(C 言語講習の様子）
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3. 九州夏ロポコンへの参加

NHK 大学ロボコンに参加するロボッ卜は大きく、

初めて製作する場合には大変苦労します。 そこで、 新

入生に慣れてもらうために夏季九州ロボコン大会へ参

加しました。 このロボコン大会はNHK大学ロボコン

に向けて 技術の向上と他大学との交流を目的に、九州

大学ロボコンチーム様が主催されている大会であり、

私達からくりサークルも毎年参加させてもらっていま

す。 今年度の大会には九州内の 7 つの大学から参加者

が集まり、 総勢100名程の大きな大会となりました。

この大会に出場させるロボットは、 300mm×300mm

のサイズ制限があるためNHK大学ロボコンに比べる

と小さく、 短期間で、完成させることができます。 そこ

で少人数のグノレー プを複数作り、 それぞれ1台ずつロ

ボットを製作しました。 このように分担することで各

部員が設計から製作までの過程を経験することができ

ました。

この夏ロボコン大会には3つの部門があり、 私達は

毎年2つの部門に参加しています。 1つはロボットを

コントローラーで操作して作業を行い、 得点を競う手

動部門。 もう1つはライントレースカ 一部門で、 製作

したライントレースカ ーがコースを一周するタイムを

競います。 競技の結果、 手動部門で準優勝することが

でき、 ライントレースカ 一部門でも多くの部員が完走

しました。 特に手動部門の結果は私達にとって初めて

の成績であり、部員達は自信をもつことができました。

（手動部門の様子）

今回このような結果を残すことができた理由として、

昨年度までに比べてロボットを軽量化することができ

たことが挙げられる。 私達からくりサ ークルはロボコ






